
（別紙様式２－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

熊本県立菊池高等学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 

教育方針 「道徳性の陶冶、真理の探究、心身の錬磨」 

《育てたい生徒像》 

① 豊かな人間性と正しい人生観・世界観を備えた生徒 

② 勉学への意欲と困難に屈せず人生を生き抜く力を身に付けた生徒 

③ 強健な身体と強固な意志を持った生徒 

 

２ 本年度の重点目標 

① 確かな学力の育成と個に応じた指導の充実 

② キャリア教育の推進と個性を生かす進路指導の充実 

③ 道徳教育の充実と命を大切にする心の育成 

④ 国際・社会の形成者としての資質の育成と国際社会に生きる日本人の自覚の醸成 

⑤ 体力の向上、豊かなスポーツライフの継続、心身の健康の保持増進及び安全教育の充実 

⑥ 安全で安心できる学びの場となる環境づくりの推進 

⑦ 地域に開かれた信頼される学校づくり 

 

３ 自己評価総括表 

    評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 

大項目 小 項 目 

 

学校 

経営 

 

特色ある学校づ

くり 

 

地域を柱に社会に貢

献できる人材の育成 

 

 

 

○探究学習の充実 ○探究学主任を設置

し、菊池市の高校魅

力化コーディネータ

ーと連携して、探究

学習の計画立案、円

滑な実施を図る。 

○個に応じた指導

の充実 

○授業や家庭学習に

おいて、ICT を活用

し、個別学習を取り

入れる。 

◯二者面談、三者面

談を実施する。 

○菊池市公営「前進

塾」と連携し、個別

学習のサポートを図

る。 

地域の小中学校との

連携 

 

 

○小学校に対する

啓発 

 

○中学校に対する

啓発 

○夏休みに小学生に

対する学習支援を実

施する。 

○中学生向けにオー

プンスクールを実施

する。 

安全管理の整備 安全管理に関する意

識向上 

 

 

 

 

○校内安全点検の

実施 

 

○自然災害時に対

応したマニュアル

と体制を整備 

 

○新型コロナウイ

ルス感染症を含む

○心身サポート部を

中心に職員に周知・

実施する。 

○防災主任を中心に

マニュアルを整備し

生徒、職員に周知、

啓発を行う。 

○感染防止意識の向

上と安心安全な環境



学校感染症防止対

策の徹底 

整備を行う。 

○生徒・職員の健康

状態の把握と感染症

発生時の迅速な対応

を行う。 

開かれた学校づ

くり 

 

公開授業の推進 

 

○公開授業を年に

２回以上設定 

○保護者・地域への

公開授業の周知を行

う。 

広報活動の推進 

 

○学校 HP や広報誌

「きくち」への掲

載充実 

 

 

○熊本県教育委員

会 HP への記事掲載 

 

 

 

○学校パンフレッ

トやリーフレット

の拡充 

○学校 HP の迅速な

掲載 

○菊池市と連携を図

り、市の広報誌へ記

事を掲載する。 

○熊本県教育委員会

HP「フォトニュー

ス」へ学校の取組の

記事を掲載し、学校 

の魅力を伝える。 

○学校説明会などの

情報発信のリーフレ

ット作成や説明会で

説明に使用するパン

フレットを充実させ

る。 

育友会との連携 

 

○育友会総会・各

種委員会の充実 

○各行事等において

育友会役員との積極

的な連携を図りなが

ら取り組む。 

業務改善と働き

方改革 

勤務環境等の整備 

 

○校務分掌の見直

しと職員間の連携

強化 

 

 

 

○部活動休養日の

徹底 

○定時退勤日の実

施 

 

○年休等の取りや

すい雰囲気づくり 

○時差出勤の導入 

○校長面談等による

意見交換を通して適

宜改善を図る。 

○業務を集約、整理

して業務を適正かつ

効率化する。 

○月ごとの活動計画

を提出する。 

○定時退勤日の週に

おける呼びかけの実

施と会議等の精選 

○年休 12 日以上取

得者の増加を図る。 

○時差出勤の導入に

より、働き方改革を

推進する。 

 

学力 

向上 

 

教科指導力向上 

 

授業方法の改善 

 

◯新しい学習評価

を生かした授業づ

くり 

 

◯評価方法の研究 

 

 

 

 

◯生徒に授業アンケ

ートを実施する。 

○公開授業を実施す

る。 

◯評価方法について

各教科で検討したも

のを全教科で共有し

改良していく。 

 



 

 

 

○ICT 機器の活用 

（学習者用端末の

活用） 

◯学期成績や評定の

チェック体制を整え

る。 

○生徒の１人１台端

末を活用し、パフォ

ーマンス活動の場面

を増やすことで、主

体的・対話的で深い

学びの授業を実践す

る。 

○学習者用端末を家

庭へ持ち帰り、家庭

学習の教材・教具と

しての活用を行う。 

（基礎学力の定着と

の連携） 

◯GoogleClassroom

を積極的に活用す

る。 

基礎学力の定着 

 

○家庭学習時間の

確保と充実 

○家庭学習時間の調

査を年２回行う。 

◯家庭学習（週末課

題）を課し、習慣づ

ける。 

読書習慣の確立 

 

読書活動の推進 

 

○朝読書の完全実

施 

 

○計画的な図書館

利活用 

○定期考査期間以外

は朝読書を実施す

る。 

○探究学習や特別活

動などで図書館の利

用を促進する。 

キャリ

ア教育 

(進路 

指導) 

進路保障 

 

進路体制の再構築 

 

 

○進路研究の充実 

○未来探究コース

の育成計画の立案

（国公立大学希望

者２名合格） 

○学力向上企画委

員会を軸とした、

生徒一人一人の学

習段階に応じた指

導体制および国公

立大学入試に向け

た指導体制の構築 

 

○県立大学を中心に

入試問題の研究を教

科横断で連携して行 

う。また、地域探究

コースおよび商業科

の特色を生かした進

学指導を行う。（推

薦入試対策） 

○模試の資料をもと

に進路検討会を実施

する。 

○菊池市公営「前進

塾」と連携し、学年

に応じた進路講演会

および特別講座を実

施する。 

キャリア教育の

推進 

 

進路に対する意欲の

高揚と職業観の育成 

 

○進路ガイダンス

の実施 

○探究学委員会と

連携したインター

ンシップの実施 

○就職指導の充実

と企業就職希望者

○進路指導部と外部

業者が連携した講話

を実施する。 

○業者の実施する上

級学校説明会および

に企業ガイダンス積

極的に参加する。 



全員合格 〇インターンシップ

では生徒の進路希望

に添った事業所で実

施し、事前･事後指

導を複数回実施す

る。 

○探究学委員会と連

携して、先進校の視

察やセミナーなどに

参加し、そのノウハ

ウを得る。 

○キャリアサポータ

ーによる就職面接を

３学年は１学期、２

学年は３学期に実施

する。 

 

生徒 

指導 

 

生徒指導の徹底 

 

基本的生活習慣の確

立 

 

○段階指導の実施 

○挨拶の励行 

○遅刻の減少 

○私物管理の徹底 

○整容面、生活面等

の指導を段階的に指

導する。 

○毎朝、正門で指導

する。 

○生徒会のあいさつ

運動を実施する。 

○組織的に取り組

む。 

安全教育の徹底 交通ルールの遵守と

安全意識の高揚 

 

○社会のルールや

規則等を遵守する

指導の実施 

○防犯意識を高め

る取組の実施 

○登校指導 

○原付講習会 

○自転車点検 

○ヘルメット着用の

推進 

特別活動の推進 

 

生徒会活動の充実 

 

○生徒主体の運営 ○生徒会活動を充実

させ、学校行事の充

実と改善を行う。 

部活動の推進 

 

○部活動加入生徒

の増加と実績の向

上 

 

 

○活動環境の整備と

学校全体としての取

組を強化する。 

○部活動推進委員会

を年２回実施し、委

員からの意見や要望

を部活動の活性化に

つなげる。 

 

人権教

育の推

進 

確かな人権感覚

と人権意識の向

上 

共通理解と意識の高

揚 

 

○隔週１回の推進

委員会の実施 

○各種研修会への

積極的な参加 

○年３回程度の職員

研修を実施する。 

○年１回以上の職員

の各種研修会への参

加を促す。 

○学期ごとに人権教

育便りを発行する。 

教育相談 相談活動の充実教育 

 

○支援体制の確立

と共通理解 

 

 

○SC、SSW 及び関係

機関と連携した生徒

支援を充実させる。 

 



〇支援を要する生

徒・保護者への相

談体 

制の整備 

○生徒支援委員会を

週１回開催して共通

理解を図り、支援の

方向性と役割分担を

明確化する。 

○生徒理解研修を学

期に１回実施し、全

職員の共通理解を図

る。 

他者への思いや

りを育む指導 

生命の尊厳並びに、

思いやりの心の育成 

 

○多様性を尊重し

他者への思いやり

を持たせる指導 

○講演会等を通し

ての啓発活動の推

進 

○デートＤＶを中心

に人とのかかわり方

や言葉の使い方につ

いて指導する。 

○実態の共有と健康

教育について外部機

関と連携した指導を

実施する。 

〇職員による講話を

学期に１回実施す

る。 

いじめ

の防止

等 

いじめの未然防

止 

いじめの把握 

 

いじめの減少 

 

 

○いじめを生まな

い環境の醸成と、

人権に配慮した被

害生徒、加害生徒

への対応・指導 

○人権教育と連携し

講話や全校集会等を

実施する。 

○１学期始めに、い

じめ防止のための全

校集会を実施する。 

○クラス活動を通し

て、コミュニケーシ

ョン能力を高める教

育を実施する。 

○職員研修を実施す

る。 

いじめが疑われる事

案の把握の増加 

 

 

○事案の把握 ○二者面談を学期に

１回実施する。 

○いじめ防止アンケ

ートを各学期１回実

施し、気になる生徒

には速やかに面談を

行う。 

○生徒の状況を把握

するための生徒支援

委員会を毎週１回開

催する。 

○「いじめ防止対策

委員会」を各学期１

回開催する。 

いじめに対する

措置 

速やかな事実確認と

いじめ解消に向けた

取り組みの実施 

 

 

○職員の組織的な

対応 

○いじめ解消に向

けた計画的な対応 

○関係職員で聴き取

りを速やかに実施す

る。 

○いじめ事案の認知

を積極的に行う。 

○SC･SSW 等の活用

を積極的に行う。 



○対応マニュアルの

点検を行い、活用し

やすいように改善す

る。 

人権に配慮した被害

生徒・加害生徒への

対応・指導 

 

○被害生徒を守る

とともに加害生徒

への適切な対応 

○両者に対し寄り

添いながら、継続

した見守りと関係

改善に向けた対応 

○加害生徒及び関係

した生徒の指導を適

切に行う。 

○保護者との連携を

円滑に行うとともに

人権に配慮した対応

を行う。 

地域連

携(ｺﾐｭ

ﾆﾃｨ･ｽｸ

ｰﾙな

ど) 

 

 

総合型コミュニ

ティースクール

の充実 

 

地域や関係機関との

連携 

 

○行政機関や地域

との連携強化 

○学校運営協議会を

通じて本校の課題と

改善策を見いだす。 

防災教育の充実 

 

○生徒と職員の防

災・減災に対する

意識の向上とそれ

に関する基本的な

知識の獲得 

○防災訓練を実施す

る。 

○防災啓発の掲示物

を作成する。 

○外部講師・地域と

連携した防災教育を

行う。 

ボランティア活

動の推進 

心豊かな生徒の育成 

 

○ボランティア活

動の活性化 

○生徒会主催の清掃

ボランティアを復活

させ実施する。 

○市や地域と連携を

図る。 

○ペットボトルキャ

ップ寄付、育友会林

の維持管理活動を充

実させる。 

○ボランティアの窓

口となる職員を明確

にする。 

学校理解 

 

学校理解に向けた活

動の推進 

 

○本校から地域へ

の協力と本校学校

行事への協力要請 

○学校行事への育

友会協力のための

連携充実 

○地域から要請され

る清掃活動等へ積極

的に協力する。 

○育友会広報誌「大

椋」での学校行事紹

介や活動報告の充実

を図る。 

○育友会「一人一役

運動」の活性化させ

る。 

○育友会関連行事へ

の保護者参加の増加

を図るため、役員会

を充実させる。 

 ※評価項目の数・内容については、各学校の実態に合わせ自由に設定してください。 
（複数枚になってもかまいませんが、重要度の高いものに絞り、項目を整理して記入してください。） 
 
 
 
 
 
 


